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飽尊感情と自尊感情が自記表現に与える影響
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This study was conducted toinvestigate the e洋ects of other－eSteem and sel仁esteem on se払

expression．Studyl，drawing
on the concept of other－eSteem advocated by 王iwang（2000），

developed a scale of other－eSteem COnSists oflトitems through prlnCiple component analysIS．The

results of analysISindicated that the scale has su抗cient reliability and validity．「払king botb other－

esteem and self－eSteem aSinner traits that produce overt behavior，Study

Of three variables on self－eXpreSSion（assertive expression，paSSive

expression）．The resultsindicate that both otheトeSteem and self－eSteem

expression，that passive expressionis related witb self－eSteem，and that

2 examined the e鮎cts

expression，aggreSSive

are related to assertive

aggressive expressionis

related with other－eSteem．nnally，SOme directions for future research are discussed．
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問題と目的

虐待，いじめ，凶悪犯罪，犯罪の低年齢化などが

世間にはびこり，対人関係が貧しくなっている社会

において，共感性，思いやりなど道徳性に関する事

柄の重要性が高まっている．一方で，心理学の領域

では，精神的健康，適応感などとの関連において，

自尊感情の研究が数多く行われている．自尊感情を

測定するために一般的に使用される自尊感情尺度を

作成したRosenberg（1965）は自尊感情を「自己に

対する肯定的または否定的な態度」と定義してい

る．人間性心理学の立場でいえば，自尊感情の高い

人は自己を受容していて，精神的に健康であると考

える．実際，質問紙を用いた相関研究では，自尊感

情は抑うつや不安，絶望感といった不適応な感情の

指標と負の相関が得られている（桜井，2000）．さ

らに心理的なものへの影響だけでなく，行動面にお

いても自尊感情と関連した研究は古くから数多く行

われている．例えば，ポジティブな面では，自尊感
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情と向社会的行動との関連が検討され（Midlarsky，

Berger＆Kilpatrick，1981），ネガティブな面では，

逸脱行動との関連が検討され（Coopersmith，

1967），最近では攻撃性と自尊感情との関連が検討

されている（島井，2001）．

自尊感情が高ければ，ポジティブな面が促進さ

れ，ネガティブな面が抑制されると考えられ，自尊

感情を高める運動が，アメリカを始め，わが国でも

行われてきた．しかし，近年，自尊感情を高めるこ

とは，攻撃性の抑制には必ずしも繋がらないことが

指摘されるようになってきた（BaumeisteちSmart

＆Boden，1996）．

Hwang（2000）は，この指摘を受け，アメリカ文

化におけるselトesteemの過度の促進を問題とし，

“我々は，他者との関係の中で生活するための新し

い態度であり，行為である健全なother－eSteemを獲

得する必要がある．”と述べている．他の研究では，

other－eSteemという用語は，「他者からの知覚され
た自己評価」として使用されている（deJong，



90 筑波大学心理学研究 第29号

2002）．しかし，Hwang（2000）は，他者を受け入

れる態度であると述べている．Hwang（2000）は，

otheトeSteemについて明確な定義を行っていない

が，“全ての人間を，尊重し，受容し，思いやり，

価値のあるものとし，奨励すること”，“すべての

人々の平等性を受け入れるという心的態度である”

と述べている．さらに“otheトeSteemには異なる10

偶の側面がある”（’指blel）と述べている．本研究

では，Hwang（2000）の提唱するotheトeSteemの概

念を参考にしながら，個人の内側に存在する特性と

しての他者を尊重する側面を「他尊感情」とする．

他者を尊重する側面は，アサーション研究の領域

においてもその重要性が述べられている．自己表現

にはアサーティブ（assertive），非主張的，攻撃的

な表現の3つの側面があり（平木，1993），その中

でアサーティブな表現が最も適切な自己表現とされ

ている．アサーティブな表現とは，そのときの自分

の気持ち・考え，相手の気持ち・考えを同時に大切

にしていくことである．日本におけるアサーション

研究の展望を述べた用松・坂中（2004）は，アサー

ティブな自己表現には，自己尊重と他者尊重という

2つの軸があると述べている．しかし，用稔ら

（2004）は，先行研究において他者尊重という視点

を重視した研究は少ないと指摘している．数少ない

研究の中で，柴橋（2001）は，他者尊重を他者表現

の受容ととらえ，他者が率直に表現することを望む

気持ちと定義し，研究を行っている．

柴橋（2001）は他者尊重の側面を自己表現の枠組

みからとらえようとしているが，本研究での他者を

尊重する側面，つまり，他尊感情は，自己表現の枠

にとどまらず，個人の行動全般を支える内的特性と

してとらえてVlくことにする．アサーティブな表現

には，他者尊重と自己尊重の2つの側面があり，行

動として外側に表出される自己尊重の側面を個人の

内側で支えるものが自尊感情であり，他者尊重の側

面を内側で支えるものが本研究で明らかにしようと

している他尊感情であると考えられる（ng，1）．

従来，アサーティブな表現を，個人の内側で支える

要因として，園田・中釜（2003）は自尊感情をあげ

ており，自尊感情を育てることが重要であると述べ

ている．自尊感情とアサーティブな表現の関連を検

討した研究もみられる（塩見・伊達・中田・橋本，

2003）．しかし，Self－eSteemの促進だけでなく，

other－eSteemを促進する必要があるとHwang

（2000）が指摘するように，自尊感情だけでなく他

尊感情の視点を取り入れた研究を行っていく必要が

あると考えられる．

また，他の自己表現である非主張的な表現，攻撃

Tゝblel Other－eSteemの10側面

非攻撃的な（non offensive）

友好的を（良iendly）

誠実な（courteous）

親切な（kind）

尊重する（respec也11）

受け入れる（accepting）

価値のある（valuing）

褒める（praising）

他者を奨励する（promotingotbers）

許す（brg汁e）

身体的・言語的に傷つけないこと．

からかったり，侮辱したり，けなしたりしないこと．

他者との間に友好的な関係を築くこと．

個人主義ではなく，平和で，社会的な関係を築くこと．

相手に失礼なことをしないこと．

列に割り込んだり，話をさえぎったりしないこと．

他者が助けを必要としているときに助けること．

何かの見返りを期待することなしに助けること．

相手に敬意を示すこと．

相手がどんな立場であろうと尊重すること．

他者の個性を認め，受け入れること．

社会的，文化的な独自性を受け入れること．

他者との関係を価値のあるものとすること．

他者との関係の中に自分があると思うこと．

他者の努力や成果を認め，喜ばすこと．

他者を批判することなく褒めること．

他者の目標や理想のために援助すること．

競争心や嫉妬心なしに，他者の成功のために助けること．

自分の生活をよくするために，他者を許すこと．

復驚しようと思わないこと．

注）Hwang（2000） によるotheトeSteemの10個の側面の記述をもとにまとめたものである
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アサーティプな表現

匪麺頭 匪頭重
区毎頭重萱璽

⊂二⊃

他尊感情 自尊感情

⊂⊃ ⊂二二っ
麺璽

⊂⊃

Rg．1アサーティブな表現における本研究の枠

組み

的な表現は，不適切な自己表現とされている．非主

張的な自己表現とは，自分の気持ちや考え，信念を

表現しない，またはしそこをったりすることで，自

ら自分の言論の自由（人権）を放棄するような表現

方法である（平木，1993）．一方，攻撃的な自己表

現とは，自分の言論の自由（人権）を守っている

が，相手の意見を無視，軽視して，結果的に相手に

自分の意見を押し付ける表現方法である（平木，

1993）．さらに平木（1993）は，非主張的な表現の

タイプの人は，相手に対しても率直ではなく自己否

定的で，自尊心が低く，いつも不安で緊張が高いと

いう特徴をもち，一方，攻撃的自己表現のタイプの

人は，相手のことを配慮しないと同時に，孤立しや

すく，他者否定的で，操作的という特徴をもつと述

べている．しかし，これらの特徴を示した実証的研

究はみられない．自尊感情，他尊感情を用いて研究

を行うことで，これらの知見に示唆を与えることが

可能になると考えられる．

そこで本研究では，内的特性としての他者を尊重

する側面を探索する必要があると考え，その第一歩

として，他尊感情を取り上げ，この概念を新たにと

らえ直し，研究1で，その個人差を測定する尺度を

開発する．研究2で，他尊感情と自尊感情が3つの

自己表現に与える影響を検討する．他尊感情尺度を

作成するにあたり，自尊感情の定義，Hwang（2000）

が提唱するother－eSteemの概念をふまえ，他尊感情

を，「自分以外の他者を尊敬し，価値ある人間であ

ると考える肯定的態度」と定義する．さらに，他尊

感情は，（∋他者を尊重する要素を包括的に含んだ概

念であること，②人格と同様，人の内側に存在する

属性であること，という2つの側面を含むものとす

る．

研究1他尊感情尺度の作成

石川（2004）では，予備調査から得られた28項目

を7つのカテゴリーに分類し，因子分析を行った．

その結果，5因子（「価値」「親切」「非攻撃」「許

容」「応援」）からなる25項目の他尊感情尺度を作成

した．しかし，因子間相関，向社会的行動尺度との

相関，各因子の性差において各因子ごとに異なる結

果が得られた．本来，他尊感情は他者を尊重する側

面を包括的に含む概念であると定義したため，異な

る性質の因子を含むことは適切ではないと考えられ

る．さらに，他尊感情は本来行動を支える内的特性

と考えられるため，行動的側面を含むことは適当で

はないと考えられる．そこで，本研究では，石川

（2004）の再分析調査として，行動的側面を問う項

目を削除した後，単因子構造の尺度を作成すること

を目的とする．

予備調査

方法

1．時期：予備調査1；2003年9月上旬．予備調査

2；2003年9月中旬～10月上旬．

2．対象：予備調査1；T大盤63名 予備調査2；

T大盤10名，中学・高校数員6名

3．手続き：次の4つの手順で行った．

（1）予備調査1として，他者を尊重する行動，

感情とはどのようなものかを探るために，自由記述

が求められた．問1では，行動面を聞く質問として

「日常場面であなたが考える他者（自分以外の人）

を尊重する行動とはどのような行動ですか」と尋ね

た．なお，間1には「遅刻しそうな時に，相手に遅

刻することを伝える」という例文が付け加えられ

た．間2では感情面を開く質問として「E］常場面で

あなたが考える他者（自分以外の人）を尊重する感

情とはどのような感情ですか」と尋ねた．間2には

「自分の欲望のために他人に迷惑をかけない」とい

う例文が付け加えられた．その結果，間1では168

個の記述が得られ，問2では112偶の記述が得られ

た．自由記述による質問紙調査では，問1と間2で

似たような回答がみられ，感情面と行動面の区別が

つかなかったため，より詳細に探索していくために

予備調査2として，面接調査を行うことにした．

（2）予備調査2としての面接調査では，予備調

査1の結果抽出された内容と，自尊感情の対になる

尺度であることを被調査者に説明した上で，他者を
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尊重する感情について自由に回答が求められた．そ

の結果，31偶の記述が得られた．

（3）予備調査1・予備調査2で得られた記述を

もとに大学生・大学院生計4名によりK一法が行わ

れ項目が分類された．さらに，Hwang（2000）が提

唱するotheトeSteemの10側面を参考に7つのカテゴ

リー（非攻撃的・誠実・親切・価値のある・受け入

れる・他者を奨助する・許す）に分類された．

Hwang（2000）のother－eSteemには10側面があった

が，項目をみて完全に分離することが困難な側面も

あり，7つのカテゴリーに分類された．各カテゴ

リーから4項目ずつ抽出し，28項目の他尊感情尺度

候補が作成された．

（4）予備調査から得られた28項目について，心

理学を専攻する大学院生8名に，行動的成分を含む

項目はどれかと尋ね，その一致率が高かった項目

（75％以上）は，行動的側面が含まれる項目と判断

された．その結果8項目が削除された．削除された

項目の例として，「私は人に会ったら挨拶をするこ

とを心がけている．」（一致率100％）「私は，他人の

成功も素直にほめようと思う．」（一致率88％）が挙

げられる．これらの項目は，語尾が「～を心がけて

いる」，トと思う」という形で，思考傾向を扱って

いるように思われるが，「～」にあたる部分に具体

的な行動の記述が含まれているため，行動的側面が

含まれると判断されたと考えられる．また，「私は，

できる限り相手の要求に応える．」，「私は相手が傷

つくようなことはしない．」（共に一致率88％）など

の項目は，語尾が「応える」，「しない」というよう

に行動を表す動詞であるものが行動的側面と判断さ

れたと考えられる．

本調査

方法

1．時期：2003年11月中旬．

2．対象：T大生247名（男子102名，女子145名）．

3．手続き：54名には，授業終了後質問紙が配布さ

れ，集団で実施し，回収された．193名

には，個別で質問紙が配布され，その場

で実施してもらい，回収された．調査に

要した時間は15分程度であった．回答は

いずれも無記名で行われ，深く考えすぎ

ることなく普段を思い出して正直に答え

るよう教示が加えられた．

4．質問紙の構成

（1）他尊感情尺度；予備調査1，予備調査2か

ら得られた記述を基に作成された28項目による尺度

である．回答方法は，「以下の5段階のうち，あな

たに最もあてはまる数字に○をつけて答えてくださ

い」という問いに対し，「1．全くあてはまらない」

「2．あまりあてはまらない」「3．どちらともいえ

ない」「4．だいたいあてはまる」「5．あてはま

る」の5件法で回答が求められた．本研究で分析の
対象となった項目には，行動的側面が削除された20

項目が用いられた．

（2）向社会的行動尺度；本尺度は，安当性の検

討のために使用された．妥当性については，他尊感

情が高ければ，向社会的行動は増えるのではないと

考え，本研究では，他藩感情尺度と向社会的行動尺

度との相関が検討された．向社会的行動尺度には，

Rushton，Rushton，＆托kken（1981）の愛他行動尺

度を参考にして，菊池（1988）が独自に開発した，

20項目からなる尺度が用いられた．本尺度は，高い

信頼性と妥当性が確認されている．

本調査の結果

平均点に偏りのある3項目を削除した後，他尊感

情尺度17項目について主成分分析を行った．その結

果，因子負荷量が．40以下の6項目が削除された．

11項目について再度主成分分析を行った結果を

7もble2に示す．負荷量の高かった項目は，「私は，

この世の中に必要でない人などいないと思う．」，

「私は，人の個性の遠いを理解し，それぞれに価値

があると思う．」，「私は，どんな人も生まれてきた

以上は価値があると思う．」で，7つのカテゴリー

では「価値のある」に分類された項目であった．11

項目を合計した他尊感情尺度得点は，理論的には11

点から55点に分布し，中間点は33点になっている

が，本研究では，24点から55点に分布し，平均点

（ぷ））は41．92（5．80）であった．なお，11項目に

よる他藩感情尺度は，高得点側に傾斜はしているが

ほぼ正規分布を示している（Rg．2）．

信頼性，妥当性の検討 他尊感情尺度11項目におい

てクロンバックのα係数を算出したところ，ほぼ満

足な信頼性が得られた（α＝．81）．他尊感情尺度得

点における性差の検討のために才検定を行った．そ

の結果，他尊感情尺度得点は，女性のほうが男性よ

り有意に高かった（g（245）＝3．11，♪＜．01，〝＝

40．26〃ざ42．88）．向社会的行動尺度と他尊感情尺

度との間には低い倦ではあるが男女共に正の有意な

相関がみられた（男性：γニ．27，♪＜．01；女性：γ

＝．38，♪＜．01）．従って，他尊感情尺度では，あ

る程度の信頼性，妥当性が確認さ讃tた．

研究1の考察

本研究では，11項目からなる1因子解の他尊感情

尺度が作成された．第1因子の寄与率は36．05％で
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瀧ble2 他尊感情尺度主成分分析表（11項目）

（n＝247）

93

質問項目（α＝．81） ダJ 共通性 朋－ £∂

他尊25

他尊21

他尊12

他尊20

ノ他尊13

他尊14

他尊24

他尊28

他尊6

他尊2

他尊22

ま
ー
ま
、
ま
ー
ま
ー
ま

ま

ま

ま

ま

十改

ま

I・・Ul

－・L‖－

－
L
－
・

1・・・・‖－

1
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この世の中に必要でない人などいないと思う．（価）

人の個性の違いを理解し，それぞれに価値があると思う．（価）

どんな人も生まれてきた以上は価値があると思う．（価）

誰にでもその人が一番輝ける場所があると思う．（受）

人間にほ優劣がないと思う．（受）

相手と共に喜び合うことを大切にする．（奨）

人に対して，常に親切でいようと思う．（親）

人は誰でも失敗するし，失敗することは悪いことではないと思う．（許）

人が目指している目標を応援しようと思う．（奨）

他人に対して謙虚な姿勢でいたいと思う．（誠）

相手が傷つくようなことはしたくない．（非）
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．50 ．24
4．20 0．7ユ

．49 ．24
3．99 0．89

．46 ．21
3．18 1．01

寄与率（％） 36．05

各項目の末に村法によって7つに分類したカテゴリー名を記載する．

（非），非攻撃的；（誠），誠実；（親），親切；（価），価値のある；（受），受け入れる；（奨），他者を奨励する；

（許），許す．
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Rg．2 他尊感情尺度得点分布

必ずしも高くはなかったが，これは内容を多岐にわ

たらせた結果であると考えられる．信頼性もほぼ満

足な結果が得られた．他尊感情尺度には性差が確認

されたが，先行研究では，共感性に関連する概念

は，女性のほうが男性よりも高い傾向にある（登

張，2003；内田・北山，2001）．他尊感情には共感

的側面も含まれるので他尊感情においても女性のほ

うが高くなったものと思われる．また，他尊感情は

他者に対する肯定的態度であり，女子の人間関係へ

の関与の強さ（落合・佐藤，1996）と関連があると

考えられる．向社会的行動との相関をみると，低い

倦ではあるが，男女共に正の相関がみられ，基準関

逮妥当性の一つの根拠を示すことができた．25項目

による他尊感情尺度でも男女それぞれ相関がみられ

たが，本研究での相関係数の催は，その値より低い

倦となった．向社会的行動尺度との相関の結果が25

項目の他尊感情尺度よりも低くなった理由として，

行動面が削除されより行動を支える内的特性を測定

する尺度になったためと考えられる．他尊感情尺度

において負荷量の高かった項目は，予備調査の結果

から得られた7つのカテゴリ｝では「価値のある」

に分類された項目であった．また，5因子解での他

尊感情尺度と比較すると，「価値」因子に含まれる

6項目は全て，1因子解の他尊感情尺度に含まれて
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いた．「価値」因子に含まれる項目は，他者を価値

あるものとして尊重することを示していた因子で

あった，1因子解の他尊感情尺度は，「自分以外の

他者を尊敬し，価値ある人間であると考える肯定的

態度」という定義の内容を踏まえた尺度であること

が明らかになった．さらに，他尊感情尺度の11項目

は，項目作成時の7つのカテゴリーの中から少なく

とも1つ抽出されており包括的であるという側面は

失われていない．また，行動的側面を含む項目を削

除し，より個人の内側に存在する属性を測定する尺

度が作成されたことから，（∋他者を尊重する側面を

包括的に含む概念であること，（参人格と同様，人の

内側に存在する特性であること，という2つの側面

の内容も踏まえた尺度が作成されたと考えられる．

研究2 飽尊感情，自尊感情が

自己表現に与える影響

研究2では，研究1で作成した11項目の他尊感情

尺度を用いて，他尊感情と自尊感情が自己表現に与

える影響について検討した．

方法

1．時期・対象・手続き 研究1の本調査と同様

2．質問紙の構成（1）他尊感情尺度 研究1で作

成された11項目が用いられた．

（2）自己表現尺度 渡部・稲川（2002）が作成

した24項目からなる児童用自己表現尺度を，小学校

教師・中学校教師・高校教師・大学数貞・大学院

生・大学生2名，計8名により，大学生の日常場面

で起こる出来事として適切かどうかを判定させ，そ

の結果いくつかの項目を削除し，いくつかの項目の

言葉を修正して，大学生の自己表現を測定できるよ

うに改良した．さらに青年期用アサーション尺度

（玉瀬・越智・才能・石川，2001）の項目と照らし

合わせ，内容的安当性を検討した．その結果，15場

面による尺度が構成された．回答方法は，「次にあ

げてある場面において，あなたはどのような行動を

とりますか．最も当てはまると思う英字（a，b，C）

に1つだけ○印をつけてください．」という教示に

対し，15場面ごとに，3タイプ（アサーティブな行

動・攻撃的な行劫・非主張的な行勒）の自己表現の

中から，その場面で最も自分に当てはまる自己表現

を〟つ選択させた．得点は，選択した回答を1点，

他の回答は0点とした．

（3）自尊感情尺度 Rosenberg（1965）が自尊感

情を測定するために作成した10項目からなる尺度

を，山本・松井・山成（1982）が翻訳した尺度が用

いられた．

研究2の結果

①各尺度の記述統計（′払ble3）

他尊感情尺度 結果は研究1の結果と同様であ

る．

自己表現尺度 自己表現尺度の15項目において，

3つの自己表現の記述から選択した項目の得点が1

点とされ，アサーティブな表現，非主張的な表現，

攻撃的な表現のそれぞれの得点を加算し下位尺度得

点が算出された．それぞれの得点が高いほど，各種

の自己表現を行う頻度が高いことを示す．性差をみ

ると，アサーティブな表現では女子のほうが有意に

瀧ble3 他尊感情尺度，自己表現尺度，自尊感情尺度の記述統計と性差

合計 男女別

Ⅳ 〟 ぷ） Ⅳ 〝 ぶ∂ ダ g倍

他尊感情

アサーティブな表現

非主張的な表現

攻撃的な表現

自尊感情

247 41．92 5．80

247 8．62 2．43

247 5．08 2．40

247 1．31 1．46

247 29．91 6．89

男子 102 40．62 6．03

女子 145 42．88 5．46

男子

女子

2

5

0

4

1

1

男子 102

女子 145

男子 102

女子 145

男子 102

女子 145

8．23 2．26

8．90 2．51

4．95 2．16

5．16 2．55

1．84 1．69

0．93 1．20

30．65 7．20

29．37 6．63

245 3．11＊＊

245 2．16＊

245 0．69

245 4．98＊＊

245 1．46

＊＊1％水準で有意

＊5％水準で有意
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得点は高かった．また，攻撃的な表現では，男子の

ほうが有意に得点は高かった．非主張的な表現では

性差はみられなかった．

自尊感情尺度 自尊感情尺度の構造を確認するた

めに，主成分分析によって山元性の確認を行った．

その結果，項目8のみが，負荷量が低かった．先行

研究においては，因子分析の結果，2因子が抽出さ

れることもあるが，山本ら（1982）は一元性である

と指摘しているため，本研究でも，項目8を削除

し，1因子の尺度としてその後の分析を行うことに

した．項目8を削除して，再度主成分分析を行った

ところ，全ての項目が第一主成分（寄与率51．03％）

に負荷量が高い（．50以上）ことから9項目を使用

することとした．なお，自尊感情尺度には性差はみ

られなかった．

②他尊感情と自尊感情が自己表現に与える影響の検討

他尊感情と自尊感情が自己表現に与える影響を検

討するために，2要因分散分析を行った．まず，他

尊感情尺度得点，自尊感情尺度得点は平均値±1／2

S∂を分割点にして，それぞれ，高・中・低群の3

群に分けられた．3群のうち，それぞガt高評と低群

を用いて後の分析が行われた．分散分析の結果を

1もble4に示す．

アサーティブな表現の得点を従属変数とした，2

（自尊感情：高評・低群）×2（他尊感情：高群・低

群）の2要因分散分析を行った結果，他尊感情の主

効果および自尊感情の主効果が有意で，共に高群の

ほうが低群より有意に高かった．他尊感情，自尊感

情の交互作用は有意ではなかった．

非主張的な表現の得点を従属変数とした，2（自

尊感情：高群・低群）×2（他尊感情：高群・低群）

の2要因分散分析を行った結果，自尊感情の主効果

のみ有意で，低群のほうが高群よりも有意に高かっ

た．他尊感情の主効果および他尊感情，自尊感情の

交互作用はいずれも有意ではなかった．

攻撃的な表現の得点を従属変数とした，2（自尊

感情：高評・低群）×2（他尊感情：高群・低群）

の2要因分散分析を行った結果，他尊感情の主効果

のみ有意で，低群のほうが高群よりも有意に高かっ

た・自尊感情の主効果および他尊感情，自尊感情の

交互作用はいずれも有意ではなかった．

研究2の考察

2要因分散分析の結果から，アサーティブな表現

では，他尊感情，自尊感情がともに関連しているこ

とが示された．これまでの先行研究では，アサー

ティブな表現には自尊感情がプラスの影響を及ぼし

ている（塩見ら，2003）ことが示されていたが，本

研究もそれと同様の結果が得られた．さらに，自尊

感情だけでなく，他尊感情が高いこともアサーティ

ブな表現を行うためには重要であることが示された

ことは意義深い．従来のアサーション研究では，ど

れだけ自己表現ができるかに重点を置き，他者尊重

という視点が抜け落ちていたと述べられている（用

稔ら，2004）．アサーティブな表現に影響を与える

個人の内的特性として，自尊感情の他に，他尊感情

が重要であるという本研究の結果からも，他者尊重

の視点を考慮することの重要性が示唆されたと考え

られる．非主張的な表現では，他尊感情の高低に関

わらず，自尊感情が低いほうが非主張的な表現が高

いことが明らかになった．非主張的な表現は自分か

ら自分の人権を放棄するような自己表現であると述

べられているように，自分に対して自信が持てない

ことが関連していると考えられることから，自尊感

情が影響したものと考えられる．また，この結果か

ら，平木（1993）が述べたように，非主張的な表現

のタイプの人は自己否定的で自尊心が低いという主

張を支持する結果が得られた．攻撃的な表現では，

自尊感情の高低に関わらず，他尊感情が低い方が攻

撃的な表現が高いことが明らかになった．攻撃的な

表現は相手を無視，軽視して，自分の意見を押し付

けるような自己表現であると述べられているよう

に，相手の気持ちはあまり重要ではないか，間遠っ

ていると決めつけて相手を大切にしないことが関連

していると考えられることから，他尊感情が影響し

′払ble4 各群における自己表現尺度の得点（SD），及び分散分析結果

自己表現 他尊低群 他尊高評 分散分析（ダ値）

自尊低群 自尊高群 自尊低群 自尊高評 他尊 自尊 交互作用

アサーティブな表現 7．00（2．04）

非主張的な表現 6．18（1．83）

攻撃的な表現 1．82（1．63）

乃＝28

8．50（2．41）

4．64（2．24）

2．50（2．13）

乃＝14

8．71（2．35）

5．52（2．09）

0．71（0．90）

乃＝21

9．56（2．21） 8．71＊＊6．22＊ 0．48

4．29（2．33） 1．23 9．31＊＊ 0．11

0．98（0．97）20．69＊＊2．64 0．52

乃＝41

＊串1％水準で有意

＊5％水準で有意
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たものと考えられる．この結果から，平木（1993）

が述べたように，攻撃的な表現のタイプの人は他者

否定的であるという主張を支持する結果が得られ

た．

総合的考察

本研究において，研究1では，Hwang（2000）が

提唱したother－eSteemの概念を参考にして，11項目

からなる1因子解の他尊感情尺度が作成され，信頼

性，妥当性を検討した結果，ほぼ満足な結果が得ら

れた．自尊感情の過度の促進による問題点から出さ

れたこの概念は，今後ますます重要な概念となり得

る可能性がある．その第一段階として，本研究で作

成された他尊感情尺度を基に基礎研究を積み重ねる

必要があると考えられる．本研究では，構成概念の

問題として，他の概念との関連，比較はほとんどな

されなかった．特に，その点に留意した基礎研究が

必要となろう．

研究2では，個人の内側で行動を支える特性とし

て他尊感情と自尊感情を用い，自己表現に与える影

響について検討した．その結果，アサーティブな表

現には他尊感情と自尊感情の両方が関連し，非主張

的な表現には自尊感情，攻撃的な表現には他尊感情

が関連している事が示された．他尊感情，自尊感情

の2つの個人の内側の特性が，それぞれの自己表現

に異なる影響を与えていたという結果が得られた．

問題としては，他尊感情，各種の自己表現には性差

がみられたが，サンプル数の都合から，男女別に分

析を行うことができなかった．サンプル数を増や

し，男女別に分析を行う必要があるだろう．また，

アサーション研究において，アサーティブな表現に

は多次元性が確認されている（用稔ら，2004）．濱

口（1994）は，アメリカで開発された代表的な多次

元尺度で取り上げられた主張行動について，①権利

の防衛，②欲求の拒絶，③異なる意見の表明，④個

人的限界の表明，⑤他者に対する援助の要請，⑥他

者に対する肯定的な感情と思考の表明，⑦社交的行

動，⑧指導的行動の8つに整理している．アサー

ティブな表現が多次元であることは，個人の自己表

硯行動のうち，得意な部分や不得意な部分について

より細かい特徴を挙げることができるだろう．これ

らの行動それぞれについて他尊感情，自尊感情がど

のような影響を及ぼしているかを検討することで，

各人に応じた援助のあり方を考えていくうえで有効

であると考えられるため，アサーティブな表現の多

次元性を考慮に入れた研究も必要となるだろう．

本研究では，自己表現に焦点を当てたが，他の社

会的行動についても，自尊感情と他尊感情がどのよ

うな影響を与えているか検討することは意味のある

ことだと考えられる．本研究から得られた結果をみ

てもわかるように，両側面のバランスが崩れている

ために，不適応的な行動が表出される可能性があ

る．今後は他の社会的行動についても，自尊感情と

他尊感情がどのような影響を与えるか検討する必要

がある．また，本研究は，大学生を対象に行われた

が，Rosenberg（1979）の研究をみると，自尊感情

は年齢に応じて変化している．他尊感情も年齢に応

じて変化する可能性がある．他尊感情と自尊感情の

発達的な変化によって，自己表現への影響が変化す

るかもしれないことを考えると，発達差についての

検討も行う必要があると考えられる．
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